
河川に関する基礎知識

資料－２



河川とは

河川の概念図

一級河川・二級河川の数

準用河川の数

平成31年4月30日現在、

○ 一級水系として109水系、一級河川に14,066河川を指定。

〇 二級河川は7,083河川、準用河川は14,336河川を指定。
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北陸地方整備局管内図
～国管理河川～
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■北陸地方整備局管内１２水系の国管理河川

国河川（直轄河川）管理区間
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近年の北陸地方の気象・出水（特徴）

■ 荒川、信濃川下流、姫川、黒部川、常願寺川・・・70%以上梅雨前線
■ 阿賀川、信濃川中流、千曲川、庄川、小矢部川・・・70%以上台風・低気圧性
■ 阿賀野川、関川、神通川、梯川・・・梅雨前線と台風で80%以上を占める。
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河川とは
～大河川、中小河川； 洪水予報河川、水位周知河川～

※ 相対的なイメージ

大河川 中小河川

水位予測が可能な河川

水位情報に基づく
予測が可能

水位情報に基づく
予測が困難

降雨予測を踏まえた
避難を実施

水位上昇速度比較的
ゆっくり

速い

水位周知が可能な河川
水
位
周
知
河
川
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河
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○ 大河川 局所的な豪雨には比較的強いが、広範囲に大雨が長時間続く
と徐々に水位が上昇し、危険な状態になる。水位情報をもとに
避難情報の発令や避難行動をとりやすい。

○ 中小河川 降雨と同時か直後に増水し、危険な状態になる可能性がある。
水位情報を待たず、雨の情報から避難行動をとる必要がある。
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○ 地域の降雨特性に応じて設定された計画降雨等に基づき、河川は施設
整備されている。

○ 東北地方では、24時間で流域平均※２００ミリの降雨量は大ごと。
○ 近畿や四国、九州（特に太平洋側）では、24時間で流域平均４００ミリでも

珍しくはない。

河川とは
～地域ごとの雨の降り方と、河川への影響の違い～

※ 雨が流れ込む範囲（集水域）を、河川の流域という。
流域平均雨量は、流域に降った雨量をその流域全体で平均した

値。

写真：四国地方整備局

物部川

■物部川（平成30年7月豪雨）
高知県を流れる物部川では流域平均雨量が12時

間で約300mmに達し、危険な水位まで上昇したもの
の人的被害や家屋被害は発生せず。

写真：東北地方整備局

最上川

■最上川（令和2年7月豪雨）
山形県を流れる最上川では流域平均雨量が

48時間で約150～200mmの降雨があり、本川・
支川の氾濫により多くの家屋が浸水。

■最上川（令和2年7月豪雨）
山形県を流れる最上川では流域平均雨量が

48時間で約150～200mmの降雨があり、本川・
支川の氾濫により多くの家屋が浸水。
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報いろいろ～

平時 数日前～ 数時間前～
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雨量水位

水位実況・予測 雨量実況・予測

指数

河川事務所と気象台の連携による情報発信

洪水警報の危険度分布

重ねて表示将来的に
重ねて表示を検討

反映

水位実況 水位到達情報
（水位周知河川）

洪水警報・注意報

指定河川洪水予報
（洪水予報河川）

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報の種類（河川に関する情報）～

水害リスクライン 洪水の危険度情報
・水害リスクライン
・洪水警報の危険度分布 統合
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報の種類（河川に関する情報）～

水位計水位計

水位計

水位計

指定河川洪水予報 水位周知情報

洪水警報の
危険度分布

ダム操作

水位監視

水位予測

指数算出

雨量観測

雨量予測

洪水警報
注意報
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報の種類（河川に関する情報）～

洪水予報
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～情報の種類（河川に関する情報）～

水防警報
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～警戒レベルと相当する防災気象情報～
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〔氾濫注意情報〕
ハザードマップ･
気象情報の確認

〔氾濫発生情報〕
【Ｌ５(緊急安全確保)相当】
命の危険
直ちに安全確保！

〔氾濫危険情報〕
【Ｌ４(避難指示)相当】
危険な場所から全員避難

〔氾濫警戒情報〕
【Ｌ３(高齢者等避難)相当】
危険な場所から
高齢者等は避難

避難行動等

水位

出典：気象庁ＨＰより

◆リスクの高まり情報の基準・目安到達で、
迷わず・空振りをおそれず【避難】行動を！

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～指定河川洪水予報～
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計画高水位

避難完了

避難指示等
の発令

河川ごとに、堤防等の高さに基づいて設定
計画高水位、または
「リードタイムから
設定される水位」
の低い方から設定

計画高水位
この水位以下で洪水を流下させることができるよ

う設定する水位。堤防の設計の際、計画堤防高は
計画高水位に余裕高を考慮して決められる。

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～河川の増水・氾濫の危険を伝える際の、基準となる水位～

氾濫危険水位

避難判断水位
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洪水予報の基準水位・対象区間

例）北陸：荒川（羽越河川国道事務所）

葛籠山水位観測所

上関水位観測所

葛籠山水位観測所
受け持ち区間

･基準観測所(水位計)毎に
洪水予報発表対象(受け持ち)区間を設定。

･各発表対象区間の最も危険な箇所から､
洪水予報の基準水位を設定。

(河道の断面形状、洪水の流下時間、
避難に要する時間等を考慮)

上関水位観測所
受け持ち区間

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～河川の増水・氾濫の危険を伝える際の、基準となる水位～
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河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
～基準地点（水位観測所）の氾濫危険水位の設定～
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洪水時の河川監視カメラ状況
（水位上昇時）
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氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水位観測所

10月14日10月12日 10月13日

10月12日 19:00

10月12日 21:00

10月13日 0:00

5時間後
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